


熊本地方気象台
Kumamoto Local Meteorological Observatory

台⾵第14号は9⽉18⽇19時頃には⼤型で⾮常に強い勢⼒で⿅児島県に上陸、19⽇朝に
かけて九州を縦断し、九州⼭地の東側を中⼼に⾮常に激しい⾬が断続的に降り続いた。

令和４年台⾵第14号の概要
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台⾵経路図
海⾯⽔温︓2022年9⽉15⽇

•14⽇03時︓⼩笠原近海で発⽣
•17⽇03時︓南⼤東島の東で⼤型で猛烈な台⾵
（910hPa，最⼤⾵速55m/s）
•18⽇13時半頃︓屋久島付近を通過
•18⽇19時頃︓⼤型で⾮常に強い勢⼒で⿅児島市付近に上陸
•19⽇03時頃︓柳川市付近に上陸
•19⽇午後︓中国地⽅を北東に進む
•20⽇09時︓三陸沖で温帯低気圧に変わる

気象レーダー画像（10分毎）
9⽉18⽇10時~19⽇10時

海⾯⽔温28度以上の海域を北上
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市房ダム周辺
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降雨状況

・球磨川上流域（市房ダム周辺）では台⾵周辺や台⾵本体の⾬雲がかかり続けた
・19⽇00時09分 顕著な⼤⾬に関する熊本県気象情報 第1号発表（線状降⽔帯の発⽣）
解析⾬量（前1時間）
9⽉18⽇20時

解析⾬量（前1時間）
9⽉19⽇00時

市房ダム

（解析雨量 左：9月18日20時， 右：9月19日00時）

市房ダム
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解析⾬量（１時間積算）令和4年9⽉18⽇22時~19⽇03時
18⽇22時 18⽇23時 18⽇24時

19⽇01時 19⽇02時 19⽇03時

１時間解析⾬量（ミリ）

球磨川上流域（市房ダム周辺）の降雨状況
市房ダム
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【参考】 総雨量

球磨地⽅や熊本地⽅の九州⼭地沿いでは、総⾬量が300ミリを超える⾬となり、
特に湯前横⾕（湯前町）では543.5ミリ、五⽊（五⽊村）では519.0ミリとなった。

湯前横⾕
543.5ｍｍ

五⽊
519.0ｍｍ

上
343.0ｍｍ

多良⽊
347.0ｍｍ

⾼森
336.0ｍｍ

解析⾬量（4⽇間）
令和4年9⽉17⽇〜20⽇

アメダス（4⽇間）
令和4年9⽉17⽇〜20⽇

⼭都
316.0ｍｍ

（アメダスおよび解析雨量 9月17日～20日）

市房ダム周辺 市房ダム周辺
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市房ダム
周辺

アメダス︓平成16年8⽉27⽇〜31⽇

平成16年
台⾵第16号

平成17年
台⾵第14号

令和４年
台⾵第14号

アメダス︓平成17年9⽉5⽇〜7⽇ アメダス︓令和4年9⽉17⽇〜20⽇

【参考】 過去の類似事例との比較（積算雨量分布）
※過去に九州を縦断した類似台⾵の積算⾬量分布を⽐較
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【参考】 キキクル（危険度分布）の状況

九州⼭地および東部を中⼼に「危険」紫が広がり、⼟砂キキクルでは「災害切迫」（⿊）も出現した。
各格⼦で令和4年9⽉18⽇から19⽇にかけて出現した最⼤の危険度

気象庁ホームページ「⼤⾬事例等における防災気象情報の精度検証と発表基準の改善」より（https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jirei/sokuhou/R040917.pdf）

⼟砂
キキクル

浸⽔
キキクル

洪⽔
キキクル

























































②事前（平常時含む）の普及啓発の強化 34

関係機関及び沿川住民への説明

・市町村（防災担当）や沿川住民に動画やパンフを活用して、「ダムの役割や操作」等につ
いて説明。（主に出水期前に実施）

・市町村職員を全職員に拡充して、沿川住民には継続して、ダムの役割や操作、情報
を発信する内容等について説明。

・出水が予想される直前には、災害報道連携会議（臨時会）等により、ダム情報や内容
を再度説明。
⇒ 県、市町村、報道機関が速やかに住民へ周知する体制を構築

・例年出水期前に市町村広報誌への記事掲載やチラシ等によりリマインド発信。

・沿川住民には、ダム情報を活用したマイタイムライン作成を支援。

現状

強化案

関係機関や住民が、ダム操作や発信される情報の内
容等を理解することで、住民の円滑な防災行動に繋が
るよう、平常時からの普及啓発等に取組む。

人吉市職員への説明会状況（R4年11月21、24日）

マイタイムラインシート市房ダム 動画市房ダム パンフレット



令和４年台風第１４号における市房ダムの情報発信について【まとめ】

●情報発信の状況
・市房ダムでは、事前放流開始、洪水調節開始、新たに取り組むことと

した“貯留能力の半分情報”、緊急放流３時間前、緊急放流１時間前、
緊急放流１時間延期、緊急放流開始、人吉地点の水位見込み情報、緊
急放流終了と、９度にわたりダム操作の状況等を報道機関や市町村へ
伝達。

・流域１２市町村のうち、４市町村が防災無線やＳＮＳなどにより住民
へ情報発信したことを確認。最も多く発信した市町村でも９度のダム
情報のうち３度に留まる。

・在熊本の報道機関（ＴＶ５・新聞６）のうち、ＴＶ５と新聞１がＬ字
放送やＷＥＢなどにより住民へ情報発信したことを確認。最も多く発
信した３機関は、９度のダム情報のうち６度を発信。

・洪水当日、県庁や市役所・町村役場へ、市房ダムの放流に関する住民
からの問い合わせ（サイレンの意味の確認等）が寄せられた。

●情報発信の強化・充実
・緊急時の住民への情報発信を強化するため、市町村・報道機関との連

携強化、県庁から住民への直接の情報発信に取組む。
・住民の防災行動に繋がるよう、平常時からの普及啓発等に取組む。
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